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審議会等の会議結果報告 

１ 会議名 平成２７年度第４回美杉地区地域審議会 

２ 開催日時 
平成２８年３月２９日（火曜日） 

午後１時３０分から午後３時３０分まで 

３ 開催場所 美杉総合文化センター会議室１・２ 

４ 出席した者

の氏名 

（美杉地区地域審議会委員） 

赤堀嘉夫 浅尾みどり 奥野友一 尾田義彦 小林久美 

瀧川光子 富田眞司 中田かほる 中村崇 野﨑哲肆 

藤田香代 山中町子 横川惣吾 

（事務局等） 

総合支所長 鈴木洋一 

副総合支所長兼地域振興課長 田中敬二 

地域支援員 谷俊樹 

地域振興課危機管理担当副参事 水谷明 

地域振興課産業振興・環境担当副参事 菊田文雄 

地域振興課過疎対策担当副参事 中林生公 

市民福祉課長 田中康一 

白山教育事務所長 

兼一志教育事務所長・美杉教育事務所長 滝加寿代 

地域振興課調整・総務担当主幹 

 兼地域企画員・地域振興担当主幹 田中文二 

地域振興課地域振興担当主査 前田憲一 

地域連携課対話連携担当副主幹 今井博之 

５ 内容 

１ 過疎地域自立促進計画について 

２ （仮称）津市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・総合

戦略について 

６ 公開又は非

公開 
公開 

７ 傍聴者の数 ０人 

８ 担当 

津市美杉総合支所地域振興課地域振興担当 

電話番号 ０５９－２７２－８０８２ 

E－mail  272-8080@city.tsu.lg.jp 
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 ・議事の内容   下記のとおり 

 

田中副総合支所長兼地域振興課長 

それでは皆さん、こんにちは。 

定刻になりましたので、ただいまより平成２７年度第４回美杉地区地域審議

会を開会させていただきます。 

初めに、美杉総合支所長の鈴木より御挨拶申し上げます。 

 

鈴木総合支所長 

皆さん、改めましてこんにちは。 

第４回の審議会を開催しましたところ、皆さま御多用のところお集まりいた

だきまして、どうもありがとうございます。 

今回で最後になるわけでございますけれども、全員の方がご出席いただきま

してありがとうございます。 

振り返ってみますと、平成２６年度につきましては合併特例債の起債の期間

が５年間延長に伴いまして、新市まちづくり計画の変更ということで非常に慎

重に審議いただきありがとうございます。また、平成２７年度につきましては、

過疎地域自立促進計画がちょうど美杉総合支所が担当になりました関係上、非

常に皆さまにはお世話をかけ、いろいろとご答申をいただきましてどうもあり

がとうございました。また、まち・ひと・しごと創生事業につきましてもビジ

ョンの制定につきましてもいろいろとお世話になっております。非常にありが

たく思っている次第でございます。また、先だっての２６日の土曜日につきま

しては名松線が６年半ぶりに開通しました。皆さん持ち場持ち場で非常にご尽

力いただいたわけですけれども、おかげをもちまして盛大に開催することがで

きました。これもひとえに皆さまのおかげというふうにして感謝申し上げる次

第でございます。東海テレビも来とったんですけれども明日４時５０分から「な

んやらＯＮＥ」とかいう夕方のテレビ、やっとると思いますんやけどそん中で

ＮＨＫの特集で放送するということですので、また７時の間までやってますも

んで何時かというのはわかりませんのですけれども、またご覧いただければと

思いますもんでよろしくお願いしたいと思います。 

本日は最後になるわけでございますけれども、本当に２年間いろいろとお世

話になりましてどうもありがとうございました。今のところ１０年経ちました

もんで１１年目からはどういうことで開催するかまだ決まってませんけれども、

たぶんこれが最後ということになると思いますけれども、本当に皆さんご力添

えを得まして、特に私も過疎計画ができたわけでございますけれども、今日も

冊子を渡させてもらうわけでございますけれども、“絵に描いた餅”ではありま

せんもんで、魂を入れたいというふうに美杉総合支所全員で思っておる次第で
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ございます。また何分とも役を終えられましてもご協力いただきまして美杉の

ためによろしくお力添えいただきますようにお願い申し上げて、簡単でござい

ますけども、あいさつとさせていただきます。本日は、どうもありがとうござ

いました。 

 

田中副総合支所長兼地域振興課長 

それでは、当会議は、地域審議会の設置に関する協議第９条第５項に会長が

議長となると定められておりますので、赤堀会長に議長をお願いしたいと思い

ます。よろしくお願いいたします。 

 

赤堀会長 

はい。ではそういうことでいつもながら私の方で議事を進めさせていただき

たいと思います。 

先ほども支所長の方からございましたが、美杉にとっては１つ大きなイベン

トと言うんでしょうか、大きな一歩というそういう形の中で、名松線がやっと

皆さんの本当に熱い気持ちとそれからパワーと言うんですかね、そういうなの

で他から言わせますと「６年半かかってそういうふうな復旧するなんていうの

は、今まで前代未聞やぞ」と言われるくらい難しい部分をなんとかクリアして、

そしてこの２６日、天候にも恵まれまして大変盛大にやっていただきました。

これもひとえに美杉の皆さんのおかげやと。特にあの日に聞かせていただいた

のは、やっぱり沿線筋のところに美杉のそれぞれの地域の人たちが出ていただ

いて、手を振ったりしていただいたというのが大変乗ってみえる人、「きゅうき

ゅうで私も通勤列車みたいやあれで動くこともできやんな」、という話をしとっ

たんですが、そういうふうな声を聞かせていただいて大変私たちもうれしい気

持ちになります。今後ともこれで終わったわけではございませんので、またい

ろいろなイベントやそういうふうな中でのご協力を願って、名松線のほうもお

互いがんばっていきたいと。そして先ほど支所長の方からありましたように、

今日が一応締めの審議会ということになりますので、言いたいことはしっかり

と言っていただいて後であんなこと言うとけばよかったの、こんなこと言うと

けばよかったのということがないようにしていただいて、できることなら予定

の時間に終われると最高に良い締めの審議会になると思いますので一つ、ご協

力のほどよろしくお願いしたいと思います。 

それでは、座って失礼させていただきます。 

それでは、これより私の方で会議を進めさせていただきたいと思います。議

事の進行につきまして、委員各位のご協力をよろしくお願い申したいと思いま

す。最初に本日の会議には委員１３名中、ちょっと今席を外されていますけれ

ども１３人出席を賜っており、地域審議会の設置に関する協議第９条第４項の
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規定による開催要件を満たしておりますので、会議が成立いたしますことをこ

こにご報告申し上げます。 

なお、当会議は公開で行うものといたします。会議の傍聴や報道関係からの

撮影等の申出につきましては、許可したいと思いますのでご了承よろしくお願

いします。また、会議録を作成し、公開いたしますことから会議内容を録音さ

せていただきますので併せてご了承ください。 

次に本日の会議録署名委員を指名させていただきます。奥野友一委員と尾田

義彦委員にお願いしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

それでは協議に入りたいと思います。本日は２つの案件についてご報告しま

す。過疎地域自立促進計画について、中林過疎対策担当副参事、説明をお願い

いたします。 

 

中林過疎対策担当副参事 

失礼します。中林でございます。 

 お手元の方に津市過疎地域自立促進計画平成２８年度から３２年度の冊子を

お配りさせていただきました。冊子にあたりましては、本審議会の２回にわた

りますご審議をお願いをさせていただいて、昨年の１０月２２日には５つの項

目につきまして審議会の意見として取りまとめていただいたところでございま

す。それを反映をさせていただく形で計画案を作成いたしまして、おかげさま

で去る１２月の津市の議会におきまして議決をいただいたところであります。

大変ありがとうございました。平成２８年度から、この４月から平成３２年度

にわたります美杉地域の自立促進に向けた計画でございます。市長が言ってい

ただいた冒頭にご挨拶を掲載しておりますように、総合計画をはじめ、各部門

別の計画と連動しながら地域の皆さまの思いをしっかりと受け止めて、できる

ことから形にさせていただくということで各種事業の方を進めてまいりますの

で、引き続きご理解とご協力をよろしくお願いをいたします。冊子の内容につ

きましては、ご審議いただきました際にご説明をさせていただいた内容となっ

ておりまして、その後はご意見をいただいた部分を反映をさせていただいた形

になっておりますので、内容につきましてはご説明はさせていただきませんの

でご了承をいただきたいと思います。 

以上でございます。 

 

赤堀会長 

 ありがとうございます。説明については、今までやってきたことのまとめと

いうことで、あえて説明はちょっと時間のこともありますので控えさせていた

だくということですが、さぁっと目を通していただいて、もし何か「これどう

なんやろか？」というのがございましたら、どうぞご発言願ったらと思います。
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よろしくお願いします。少しの間、５分少々くらいではちょっと足らんと思い

ますが、５分からもう少しくらいお待ちしたいかと思いますのでよろしくお願

いします。 

 

鈴木総合支所長 

 ちょっとよろしい？ 

 

赤堀会長 

 はい。どうぞ。 

 

鈴木総合支所長 

 制定するにあたりまして、美杉が過疎計画を担当した中でですな、私、冒頭、

去年でしたか言いましたように、地域の各種団体さん、もっとみえますんやけ

ども支援ができやんだとこが多々あったわけでございますけれども、５０ペー

ジ、見ていただけますやろか。 

 

赤堀会長 

 ５０ページをお開けください。 

 

鈴木総合支所長 

 ５０ページの下から３番目ですけども、まちづくり・ひとづくり支援事業と

いうのを新たに設けさせていただきました。これにつきましては、各種団体が

事業所をしていただきますのに補助できるということで新しく作った事業でご

ざいます。また、４月１日の美杉だよりにまた載せさせてもらいますんやけれ

ども、活用をいただきまして事業費に役立てていただきたいというように思っ

ておりますのでよろしくお願いしたいと思います。それが一番、大きくソフト

事業では追加されたとこでございます。 

 

赤堀会長 

 ありがとうございます。 

 

鈴木総合支所長 

 あ、それといいですかね？ 

 

赤堀会長 

 はい。どうぞ。どうぞ。 

 



6 

 

鈴木総合支所長 

 過疎計画に関係ないといいますか、あれですんやけども関連といたしまして 

皆さまから獣害対策、非常に要望が強かったわけでございますけれども今まで

５反以上受益農家２戸以上のところが対象となっておったんですけれども、こ

れからは家庭菜園でもＯＫになりました。それですもんで、地目は宅地でも実

際畑として作った場合は畑とみなさせてもらいまして、補助対象になります。 

要するに、農地５反以上２戸以上の受益のやつが３反で２戸以上に反別が引き

下がりました。なおかつ３反以下でも農用地以外のところにつきましても、先

ほど言いました家庭菜園でも、反別関係なしに８万円の限度額、１/２の補助率

なので１６万円までの資材の補助が出ましたもんで、またそれも４月１日から

新しくなりましたので、活用していただければなぁというふうに思っておりま

すので、ご報告させてもうときます。 

 

赤堀会長 

 家庭菜園のときは、もうとやかく言わんでええな、反別は。 

 

鈴木総合支所長 

 反別関係ないということです。 

 

赤堀会長 

 家庭菜園についてはな。 

 

鈴木総合支所長 

 ８万円２分の１。８万円限度額のやつについては、反別いりませんで。 

 

赤堀会長 

 農地の場合のは、３反で２人以上ということ。 

 

鈴木総合支所長 

 それは１００万円まで。 

 

赤堀会長 

 はい、１００万円までのやつやな。 

 ということですので、地域に帰られたら宣伝したっていただいたらありがた

いなあと思います。 
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鈴木総合支所長 

 またこれにつきましては、新しい自治会長会議がありますのでまたその節に

ご説明にあがらせていただくつもりでおりますんやけれども、とりあえず先に

ということで。 

 

赤堀会長 

 はい、ありがとうございます。ほぼ５分経ちましたんですが、何かえらい超

特急のあれなんですけれども、目についたとことかいうのがございましたらど

なたかいかがですか？ 

 

奥野委員 

 よろしい？ 

 

赤堀会長 

 はい、どうぞ。奥野さん。 

 

奥野委員 

 動物の駆除ということで、農産物にしろ林業にしても鹿、イノシシ等でいろ

いろ今言われた対策があると、いうことですんやけど、多気特に南部エリアと

いう中で、地域文化という中で史跡・名勝が多いんですけども例えばいましの

駆除についても、総合支所長も同じ俺ら４０年くらい霧山城の草刈りをしとん

ですけども、かなり鹿等で山、中世の山城、いうても中部で一番のトップの規

模の大きな山城ですけでも、その山が抜けてくというんか、ものすごく荒れと

るという昔の原型がなくなってくると。せやから鹿、いろいろ駆除と言われて

ますけども文化財までも出てっとると。この間も名松線の時に奥津を歩かせて

もらったときもお寺のとこまで行ったんですけども、その周辺にもものすごく

鹿の糞が落っとって、驚いて、ビックリされとったと。そういうなかで獣害駆

除というんか、全て農地やら林業やらも含めてやけれども、文化財も含めて荒

らしてくると。今後の課題においては本当に僕は一番重要ではないんかなと思

います。そういうことを全部の中で思いますんで。 

 

赤堀会長 

 ありがとうございます。 

 感想というか、意見とくらいでよろしいんですな。 

 

奥野委員 

 はい。 
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赤堀会長 

 と、いうような形で取り扱わせていただきます。 

 ほか、いかがですか？ 

 また、ちょろちょろっと見ておって気づいたことがございましたら、この決

められた形の動きを終わった後で再度、少し時間があるようでしたら、そうい

う時間もちょいちょい設けますので、次に移らせていただくということでご了

解願いたいと思います。 

 次の項に移らせていただきたいと思いますが、津市まち・ひと・しごと創生

人口ビジョン・総合戦略について、田中総務担当主幹、説明よろしくお願いい

たします。 

 

田中総務担当主幹 

 それではすいません。田中でございます。協議事項の②でございますけれど

も、これにつきましては８月の一昨年、８月５日の日に第１回の地域審議会の

中で概略説明をさせていただきました。その後、地域審議会の皆さま方にはご

意見、ご質問等をいただきながらそのことも反映をしつつ、また１１月の末か

ら１２月の初めでしたか、各委員さんに郵送いたしまして再度審議会のご意見

を賜ったところでございます。その中で、それと併せまして市民のパブリック

コメントも終わりまして今回資料で冊子をお渡ししておりますのが、最終的な

ビジョンの総合戦略等の案ということでお示しをしたとおりでございます。 

特に人口ビジョンにつきましては、概略説明等も割愛させていただきますけ

ども、お手元の資料の冊子の中の５１ページからの総合戦略の中につきまして

は、多少市章等が変わったとこがございますし、基本的な目的としましては、

ひと・しごとの好循環を作りまして、その好循環を支える「まちの活性化」に

向けた取り組みをより効果的に集中して推進をしていくんや、ということが大

きな目的でございます。策定のポイントといたしましては、県都津市が有する

資源や環境を最大限に活かした真に市民に求められる施策の展開であったり、

「攻める戦略」と「守る戦略」の複眼思考ということであったり、国の「まち・

ひと・しごと創生」政策５原則でございますけれども、自立性、将来性、地域

性、直接性、結果重視といったことが大きな策定のポイントでございます。そ

の中で美杉に係ります部分につきましては、７７ページをご覧いただきたいと

思います。基本目標の定住・還流・移住などによる新たな人の流れを創出の中

の移住の促進の部分でございます。特にウ．の家庭菜園などの余暇の楽しみ方

を絡めた“いなか暮らし体験”の利用促進ということでその下に掲げてありま

す重要業績評価指数ＫＰＩですけども、これにつきましては以前、８月にご説

明を申し上げましたのは、計画期間中の累計として５００人になるという累計

の数字を挙げさせていただいておりましたんですけれども、今回は５年経った
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３１年度にはいくつの目標にするんだ、というふうなＫＰＩについて表示の変

更がございまして、平成２６年度には実績として１００人、これが３１年度に

は３０人上げる施策をして１３０人、というふうなことでＫＰＩの表示が変わ

っておりますのが１点目でございます。 

 それとエ．の欄の空き家情報バンクへの登録と住宅情報の提供の充実という

ことで、これも都市計画部と美杉総合支所というふうになっておりますけれど

も、これにつきましても先ほどご説明申し上げましたように、以前には５年間

の累計を１５件ということで掲げておりましたんですけども、平成２６年度の

実績は３件。これをなんとか提供する空き家を増やしていこう、ということで、

平成３１年度にはなかなか難しいこともございますけれども、５件を目標にと

いうことで掲げておりますのが、この大きく変わったところでございます。 

 そういったことで評価指数のやり方が、他のところもそういうふうな表示に

変更したことが大きな変更点でございます。中身につきましては、それこそ８

月にご説明を申し上げました概要のとおりでございますので、そういったこと

でお含みおきをいただきたいと思います。以上でございます。 

 

赤堀会長 

 ありがとうございます。特に関係のある部分について説明いただきましたが、

何か質問とか意見等ございましたら、もう既にこのことについては前々から平

成２７年８月５日の頃から出していただいて、皆さんの意見をいただいたもの

の“まとめ”という形で出ておりますが、再度それは別にしてありましたらよ

ろしくお願いします。 

 特に美杉に関係したところ、美杉が出していないけれども例えば農林なんか

から出とって、中山間に関することやとか獣害に関することやとかというんで、

そんなもんは特にありませんのかいな。田中さん。 

 

田中総務担当主幹 

 獣害等についてはですね、これにお示ししている、例えば過疎計画とかの中

では、これはあんまりそういったことには触れていないかと。 

 

赤堀会長 

 了解しました。 

 

田中総務担当主幹 

 まあ、ともかく大きなテーマがございまして、人口がピークで減っていくの

は目に見えておりますけれども、それをなんとか歯止めをかけて止めようやな

いかという施策とか、未婚の方が結婚されて出生率をもっと上げていくとか、
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そういったものが人口ビジョンですし、総合戦略につきましては、基本的には

津の総合計画がございますんでそういった兼ね合いの中で、施策を候補立てて

挙げてあるというふうな感じで書いていただいてあると思います。 

 

赤堀会長 

 ありがとうございます。 

 

小林委員 

 すいません。 

 

赤堀会長 

 はい。どうぞ。 

 

小林委員 

 空き家情報バンクの件ですけど、よそから入っていただくのを期待していて

の話です。 

 そのときに、津市美杉町として何か強制力とかそういった権利はないんです

か。 

 例えば入っていただくのはありがたいんですが、すごく荒らしまくって。 

 

赤堀会長 

 要は地域の今までの約束事とかを無視して。「勝手やないか」というんで、地

域のいい意味の今までのものがバラバラになっていくというそのことに対して

のことを言うてみえると。そうでしょ。 

 

小林委員 

 はい。それでそういうことを１つ入っていただくに当たって、何か決め事で

もあればそれに従うという形。 

 

鈴木総合支所長 

 現在、空き家情報バンクというものをやっておりまして、アドバイザーさん

が６人おってもらうわけですけれども、赤堀会長もアドバイザーになってもら

っておりまして、その方々がですな、いろいろな地域に入る中でこういうこと

や、こういうことや、ということをいろいろ教えてもらう。特に自治会へ入ら

ん方たちがようさん見えますもんでさな、それについては絶対にあきませんよ、

絶対に入らなあきませんよと、市としては言っています。ただ、空き家情報バ

ンクで買わん人については、自治会入らんといろいろとゴミの問題が、、、 
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小林委員 

 自由で自分が購入した場合？ 

 

鈴木総合支所長 

 はい。その場合についてはちょっと制約できやんもんで、いままでもゴミの

問題やらいろいろこう、自治会とトラブルがあるとは聞いております。 

 市がやっているものについては、自治会に入ってくださいというのはちゃん

と言っています。それとアドバイザーさんにいろいろ今までの経験を言っても

らって。 

 

小林委員 

 でも、この数字から見ると少ないですんやんかな。実際にはもっともっとい

っぱい空き家バンク関係なしに不動産やら通じて、そういう方たちがいっぱい

入ってこられてすごく迷惑されているところがいっぱいあると思うんですよ。 

 

鈴木総合支所長 

 それは当然、こちらへ電話かかってきまして「ゴミのこととか何とかしてく

れ」とかですな。いろいろな要望がありますもんで中入ってですな、仮にゴミ

でしたら「年間５，０００円出して頼んでみて」というようなことを言ってい

ますし、そういうことはやっておりますけれども強制力というものはありませ

んもんでですな。 

 

小林委員 

 丹生俣でも、やっぱり迷惑しているところがあるんですよね。一切住んでみ

えないんですけれど、触ったら怒られますから。帰ってみえるで。 

 そういとこ、公的なことで何かできやんのかなと思って。個人的にやるとや

っぱり問題になります。 

 

鈴木総合支所長 

 居住権の自由というものが憲法で認められておりますのでですな。 

 

小林委員 

 住んでいるんならいいんですけどね、まだ。全然ゴミ屋敷です。 

 それに夏になると木が覆い茂って。 

 

 



12 

 

鈴木総合支所長 

 ゴミ屋敷になっても、仮に置いているものによってですな、蚊が増えたり蝿

が増えたりという影響があると環境的にそれは法的にできますんやけども。た

だ、鉄置いとる、木置いとるというて病虫害が発生せんようなもん、捨てられ

とっても「自分が今度使うんや」と言われてしまえば、しまいですんさ。 

 

小林委員 

 そうですか。でも、道にこう出てきたりしますやんか。 

 

鈴木総合支所長 

 それはこちらのほうで指導します。 

 

小林委員 

 でも、それは「自分が染物をやっとる関係上、その木は染めに使うんやから

切るな」とか。 

 

鈴木総合支所長 

 屋敷内にあるやつは当然ですけれども、出てってですな、交通機関に影響を

及ぼすやつはですな、市の方から言わさせてもらいます。 

 

小林委員 

 交通機関まではいかんのです。 

 

鈴木総合支所長 

 そうですか（笑）。 

 

一同 

 （笑） 

 

小林委員 

 交通機関まではいきませんけど、人間が通るに当たってとかそんなんも。で

も、役場へ言えば何とか。一応、住民課の方から何か。 

 

鈴木総合支所長 

 一応、こういうことで切ってくださいとは言いますけど。切れやんのが現実

ですわ。勝手には。 

 



13 

 

小林委員 

 そうですよね。 

 せやで、入ってもらうのはありがたいけど、本当に従来の美杉の良さがだん

だんと変わっていく恐れがあると思います。 

 

鈴木総合支所長 

 確かに、年間１３０人くらい減っていく美杉ですもんで、当然空き家も増え

ていきますもんでですな、そういうのが多々多くなっていくと思うんですけれ

ども、なかなか法的に罰するということができませんのは現状ですもんで、難

しいところですんや。言われることは十分にわかります。 

 

瀧川委員 

 空き家情報バンクに登録してあって、それで買われた場合は仲介というかい

ろいろ指導も入っている？ 

 

鈴木総合支所長 

 しています。 

 

瀧川委員 

 してもらえるわけなんですね。 

 

鈴木総合支所長 

 はい。自治会に必ず入るってことでですな、地域の輪を乱さんようにという

ことも言うてますし。当然、アドバイザーさんからもいろいろと話をしてもら

ってですな。 

 

瀧川委員 

 基本的には自治会に任せられるということですか？ 

 自治会とうまく話し合いをしていくということですか？ 

 

鈴木総合支所長 

 自治会に溶け込んでもらって、地域に溶け込んでもらうというのが空き家情

報バンクといいますんか、来てもらう中でもですな、と思ってますもんで。人

さえ来てもらったらどうでもええわ、ということは考えてませんので。いわゆ

る、地域に溶け込んでもらって、自分としていっしょに活動してもらえる。そ

ういうのを思ってますもんで。 
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小林委員 

 じゃあ、なるべく空き家バンクに、もし家が空いた場合は登録する？ 

 

赤堀会長 

 そうなんですわ。 

 

鈴木総合支所長 

 登録してほしいんですわ。 

 

小林委員 

 空き家情報バンクへ登録してほしいということをもっと、自治会の方へ強め

に言わんだら、あんまりわかってないと思います。 

 以上です。 

 

田中副総合支所長兼地域振興課長 

 ちょっとよろしい？ 

 

赤堀会長 

 はい。どうぞ。 

 

田中副総合支所長兼地域振興課長 

 すいませんな。空き家情報バンクの関係につきまして、それこそ当然物件が

非常に少ないという形の中で、どんなふうなＰＲをしてるんや、というのがあ

りまして、やはり個人の方の所有されている物件ですんで、うちがこの家とい

う形の中で、本人さんに申し上げると「それをどこで知ったんや」っていう形

の中でですな、「個人情報がどっかから漏れたんとちゃうか」という個人情報の

絡みの中で難しい面がございます。そういった中で、３年くらい前に連合自治

会長さんらにもお願いをしましてですな、空き家の場所というんですか、空き

家がどれくらいあるんやろかというふうなことの中で、調査をいただきました。

そういった中で、それを一つずつ登録していくという形の作業については、や

っぱり個人情報等の非常に難しい部分がありまして、「本人さんは全然するつも

りがないのに、どうしてそんなこと言うてくんの」という形の中で、そこでま

たトラブルが発生してきます関係もありまして、そこまで一歩踏み込んだ形の

中では、今現在やっておりません。そういった中で、固定資産税の納付書が各

家庭に送られるんですけれども、そういった中で“空き家情報バンクをご利用

ください”という形の納付告知チラシに印刷を入れて、物件を持ってみえる方々

にお願いしとると、いった今、状況でございます。 
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 それ以上中に入り込むというのは非常に難しい部分がございまして。 

 

小林委員 

 でも、今までは潰して宅地にするよりは、建てて置いといた方が固定資産税

が安い、とかっていう話で。ほとんど残してみえましたやろ？ 

 でも、今度ちょっと変わるんですよね？ 

 

田中副総合支所長兼地域振興課長 

 環境の面で、危険家屋というんですか、もう廃屋に近い家屋。そこらへんの

放っとくと危ないという形の中でですな、行政側が取り壊してそれをまたそれ

ぞれの所有者さんに請求するとかいった法律も制定がされましたんですけれど

も。空き家情報バンクはそこまでやっておりませんので。今のところ作業とし

ては、本当に壊れそうな家屋というものの調査を今ずっとしていただいて、台

帳を津市としてこしらえると。いった状況で、それを今後どういうふうに進め

るかというのはまた、その後の形にしたもので、、、 

 

小林委員 

 大変ですよね。もう先人の方々が亡くなられて、親戚関係がそれじゃその費

用をっていうのは補う形になります？ 

 

田中副総合支所長兼地域振興課長 

 そこはどうですかな。詳しくは、、、 

 

小林委員 

 そこまで、もう危ない崩れてくるっていう家になるまでには何十年って経っ

てますやん。その間に人間の方がもう先に逝ってますで。せやで、本当に薄い

関係者が費用を補うって形までいくんかな、って。 

 

田中副総合支所長兼地域振興課長 

 やっぱり所有権というのは、どうしてもありますんでな。 

 

鈴木総合支所長 

 相続権のない人には、請求できませんもんでさな。なんぼ親戚があっても全

然関係ない話やもんで。相続権のある方に対して、請求はせなならんというふ

うに思っております。せやで、親戚やったで「あんた、この家壊れたで代理し

て」それは当然言いませんもんでさな。 
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赤堀会長 

 よろしいですかな。 

 

小林委員 

 はい、わかりました。 

 

奥野委員 

 よろしい？ 

 

赤堀会長 

 はい、どうぞ。 

 

奥野委員 

 空き家バンクというのは市が指導して、市で仲介されとると。そこを仲介さ

れんと、違う業者の人が単独で売られて、結局そういうふうなことも知らずに

大都会からの業者やと内容を分からんずくに。そこらへんをもう少し、美杉に

はまだまだ。周り見とっても、空き家バンクの制度を使わずに、業者の人が自

分で単独で売っとるというか。交渉があると思う。そこらへんのとこまで、今

後、そういう、美杉にはこういう制度があるんです。っていうようなそういう

業者の人にも売る場合には協力してもらうっていうんか、理解をしてもらうっ

ていうんか、そういうことも大事やと思う。ただ市は市でやっとるのは、それ

は市のサイドでやってもうとるけど、それ以外の、あとの６割７割の業者の方

もあるんです。そういう人らは売れるんでどんどん売ったらええんじゃ、って

いうようなとこも、過去にはあるような気がしますんで。できたらそこらへん

もそういう人らの指導というか、行政指導というんか。できたら。 

 

鈴木総合支所長 

 それは、お願いしか。それは個人が商売をされてますで、売ってなんぼの世

界ですでさ。 

 

奥野委員 

 今し、僕が言うたんは、そういうとこが多いと思うんさな。結果としてそう

いうウダウダの人が。 

 

赤堀会長 

 というのはね、もっと極端に言うと、業者が売ったのは、要は売ったらええ

だけなんですわ。ところが三重県の宅建協会というのがありまして、そことタ
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イアップして市が扱っとる、私らも空き家バンクの方の関係のこともさせてい

ただいとって、アドバイザーというのをしとるんですが、そのときに宅建協会

の専門家の方が同じに来て、見学会の時でも「この家のここについては、ちょ

っと直さなならんかわからんぞ」とかそういうことをはっきりと教えてくれる

んですわ、見学に来ていただいた方に。そして、市の方も水回りのところをや

るのには補助金を出しますよとか、リフォームをされるのにバリアフリーやと

か、そういうふうな形でされるのにも補助を出しますよ、これでそういうふう

に買っていただいたらこうですよ、という非常にありがたい部分もあるんです

けど、その辺のところがやっぱり、もう少し一般の方、また美杉の住民の方も

そういうことをご存知やったら、これをそういうふうなので売っていただける

んやったら売れるかな、とかいうんで登録していただけるとか。私もその会に

関わらせていただいて、そういうふうなんで県の宅建協会の方がきちっと査定

をされて、そして築何年でどうや？だけじゃなくて、説明会の時でもきちっと

その辺のところを来ていただいた方に言っていただいて、やってもうとんで良

いし、また我々アドバイザーの方でも、先ほど言われた部分の「ここで扱っと

んの結構安い」と。「下手な家を借りる借家料より、長いスパンで考えたら安い

んとちがうやろか。」「ただしそれには、田舎というところは一つの目に見えや

ん約束事というのがあるんで、そういうふうなことを守れやん人やとせっかく

買ってもまた出ていかないかんですよ」というようなことをお話しさせていた

だいたり、そういうのが僕らの立場で。また、他所からここへ入っていただい

た方もアドバイザーに何人かおみえになって、その人たちは実際に入ってこう

いう苦しいことがあったけれども、こうやってしたら上手いことこうやってい

けるんや、っていうそういうふうなことやとか。そんなことも私らは、来てい

ただいた方にはその方たちが宣伝させていただいております。ですから、件数

は少ないですけども、来ていただいた方は結構、定住に近いような形をしてい

ただく方が多いんやないかな、というように思います。 

 ただ、言われるように一般の一応知事の認可を得とるという、そういう形の

中で扱われる人の中には、売ったらええだけっていうので、実は八幡の地域で

も伊勢本街道のとこにあって、言われることは同じなんですよ。「草刈らせてく

れ」と言っても「俺んとこやでいろわんといてくれ」、「障子だけ貼らせてくれ」

と言っても障子すら貼らせていただけやん。「せめて障子だけ貼ると、行っても

らう人に廃屋じゃなくってちょっと景色が良くなるんで」と、いろいろ地域の

方が言われるんやけど、「だめ」と言うんで。それでもう朽ちに朽ちてほりほり

って、そういうとこもございます。是非、その辺についてもまた今後について

も、、、 
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田中副総合支所長兼地域振興課長 

 すいません。 

 

赤堀会長 

 どうぞ。 

 

田中副総合支所長兼地域振興課長 

 要は空き家情報バンクをご利用いただくと、当然田舎生活が初めてという方

もみえますんで、そこらへんはやっぱりアドバイザーさんというのがみえます

んで、その方がやっぱりあとのフォロー、アフターフォローもしていただくと

いう形の中でですな、アドバイザーさんもご利用いただいて、ご相談もいただ

いて各地域との、自治会とのつながりそこら辺をどうしていったらええんや、

ということも相談いただきながらですな、していただけるんかなということも

思っとります。 

 それと、最近登録物件がちょこちょこと増えてきました。そこら辺、どうし

てなんやろな？ということを聞かせていただきますと、やっぱり帰ってきたと

きにご近所の方に「これ、もう空き家情報バンクがあるさかいに登録したらど

う？」というようなことを聞かせていただいた。というような形の中で、登録

いただいた方も何人かみえます。そういった中で、盆・正月に帰られたときに、

ご近所の方に「これどうするん？なんやったら、空き家情報バンクというのが

あるんで、そこへ登録されたらどう？」というようなこともお声がけをいただ

いたらですな、徐々に物件が増えてくるんかなということも考えてますんで、

そこら辺も地域の中で考えていただくというようなことも、今後必要なんかな

と思っておりますんでよろしくお願いしたいと思います。 

 

小林委員 

 そやな。またこの２８年度、そういうとこに力を入れて各自治会へおろして

ほしいと思います。 

 

赤堀会長 

 それから蛇足ですけども、今まで農地が付随しておりますと農地法の関係で

３反以上ないと農地は取得できやんようになっとったんですね。ところがその

辺につきましても、農業委員さんあたりが大変お骨折りいただいて、そして空

き家バンクについておる、いわゆる先ほども家庭菜園と言うのが出ましたね。

花壇のような形の小さな畑やけれども、農地として付いとんのがありますやん

か。お茶畑やとか、ちょっとした柿の木やとかが植わっとるとかいう、そうい

うふうなのについては、取得ができると。いうふうなんで、農業委員会の方で
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もきちっと土地の部分の整理をしていただいて。農業をするわけでもなかって

も、今までなら３反なかったら取得できやんだんですね。そういこともやって

いただいたり。いろいろと空き家バンクを利用していただくことによって、利

点というか利便性が出ることが多いんで、是非、空き家バンクの登録を相談し

てもらったらというようなことを言っていただくと、今も課長が言ってました

がありがたいなあと思いますんで。よろしくお願いします。 

 

瀧川委員 

 質問ですけど。 

 

赤堀会長 

 どうぞ。 

 

瀧川委員 

 空き家バンクに登録するのに、ある程度住める家じゃないとダメなんです

か？即住める状態のものじゃないとダメなんでしょうか？ 

 

田中副総合支所長兼地域振興課長 

 一応、見せてもらいに行きます。「これ登録したいんやけど」と言われて。や

はり皆さんに「こういう家です。中はこんなふうになってます」という形の中

で、インターネットで出てきますんで。やはり、住めない状態ですと申し込み

があっても、次、これを買おうかなという人が少ないというか、そういった部

分になってしましますんで。せやであかん。ということは申し上げてはないん

ですけれども。登録させていただくときには、ちょっとご相談もさせていただ

きながら、登録をさせていただいておるというような状況です。もう本当にこ

けかけとる部分は、「どうですやろな、登録させていただいても買い手がつかな

いかもわかりませんわな」という形の相談もしながらですな、登録の方へはも

ってかしていただいてます。明確な基準はありません。 

 

瀧川委員 

 朽ちとったらあきませんもんね。 

 

田中副総合支所長兼地域振興課長 

 やっぱり、変わってみえる方は何かの目的があって、住みたいと考えてみえ

る方ですでさな。そういうのは、やっぱり交渉に入っていかないというふうな

こともあろうかと思います。 
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赤堀会長 

 よろしいですか？ 

 

瀧川委員 

 ありがとうございます。 

 

中田副会長 

 個人的なことなんやけども。 

 

赤堀会長 

 どうぞ。 

 

中田副会長 

 うちの土地のところに知ってみえる、たぶん行政の方知ってみえるんやと思

うんですけども、写真付きで東京行っている息子のとこへ向いてですね、持ち

主知りませんかということで、写真付きで連絡が来たということで見たら、土

地はうちのなんですよ。上はたぶん、持ち主不詳やと思うんですよ。なってる

と思うの。だいぶ古いから。せやけどもう道のそばで、私もこのあいだ、そう

言うもんで通るのにゆっくり見たら、もう本っ当に崩れかけてるんさな。あん

なんはどうなるんやろな、しまいには。道のそばで危ないよな？と思いながら

もうガラスも皆割られてるし。えらいことなっとるんやなぁと思って。うちや

なくて良かったなと思たけどさ。どうなるんやろ？とかって言うてましたでな。

そんなんはどうなりますんやろな？ 

 

田中副総合支所長兼地域振興課長 

 先ほどからもお話しいただいているように、もうこれ全国的に、東京の都心

の中でもこういうふうな状況が起こってきておるというようなことが、切迫し

ている状態で、法律もそういった形で整備されてきたという経過もございます

ので。津市としては今のところ、そういった“危険家屋”という家屋をずっと

洗い出しをして、業者に委託をして洗い出しをして、今ここにはこんな家屋が

あるていうことの台帳を作成させていただいとると。今後それを基にまるっき

り危険が及ぶという形になりますと、先ほどからも言うておるような、そうい

った行政的な手段といいますか、そういうのも今後は進めていく格好にはなる

んかな、というふうに思ってますけど。 

 

中田副会長 

 土地がうちのやつで、「負担せぇ」と言われたら困るな、と思てさ。 
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赤堀会長 

 その可能性出てくるかわからんな。あの上、うちのとこやったら、な。 

 

鈴木総合支所長 

 この当時はされておらんでも、買っとったら対象になりますでな。 

 

中田副会長 

 それにはいろんな事情があって、その時に買ったってほしいちゅうもんで、

買いに行ったら、家と下と、持ち主違ったんな。子どもさんないご夫婦やって。

「もう施設入ったから買ってほしい」と言った施設入ってる人は、土地を持っ

てて、亡くなった人が家やったんかな。「そんなんやったらもうみんな買おうて

くれ」ちゅうもんで。買うって約束した仲介の人がおって。そしたら家の持ち

主の兄弟の方が、「そんな知らんような土地のとこほっといてくれ」と言われた

わけやさ。それで印鑑を突いてくれんだん、一人だけ。そやで買わんでよかっ

たん。今思えば買わんでよかったんやけども。もし買ってたら、もっと前に潰

してたんやけど。まあ、そんないろんな事情があったとこなんやけども、今に

なってからなんか崩れたような家の写真付きで「この家の持ち主知りません

か？」って言って息子のとこいったって。私がもうわからんようなことを息子

に聞いたかて、もひとつわからんと思うんさ。 

 

赤堀会長 

 それでも、その土地の持ち主が息子さんやったら、いくらなんでも中田副会

長のところへは持って行けへんわな。 

 

中田副会長 

 せやもんで、「何回か写真付きできたわ」て言うてたから。まあ、たぶん調べ

てもらったんやろな。物件家屋や思って調べてもらったんやけども。土地がう

ちのやでって言って、負担してくれ言われたらかなわんと思って。 

 

赤堀会長 

 これから、こういう話していただいてるようなことがどんどん増えてくる可

能性が大いにあるんで、またこの辺も一回整備をちゃんとして、そういうとき

にはどういうふうにするんかっていうことがはっきりしとると、またいろいろ

な意味で生活しとる人も安心できるやろし。今後の課題ということでひとつ、

よろしくお願いいたします。 
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藤田委員 

 一つよろしい？ 

 

赤堀会長 

 関連？ 

 

藤田委員 

 いや、違います。 

 

赤堀会長 

 はい、どうぞ。 

 

藤田委員 

 介護保険制度の関係で、この４月から大きく介護保険制度が変わりました。

その中で、事業主体を今度は市の方に移行されるということですね。そして、

１年間の据え置きではあるんですけれども、そこら辺の、美杉が考えてみえる

介護医療に対する方針とか、美杉が決めていく単価とかね、かなりいろんな時

点で計算してみると、すごい額が下がるんですね。施設に入る人の利用料金と

いうのかな。そこら辺が、事業主体が美杉に変わればそこら辺の内容とか、い

ろいろ関連することがあれば、１年間ありますけれども、もし何かあれば教え

ていただきたいなぁと。それに地域密着型であるか、従来型であるかという施

設の今後の方針も決めていかなければいけないので、もし何かわかっている範

囲で「美杉はこう考えています」ということがあれば、教えていただきたいな

ぁと思います。 

 

田中市民福祉課長 

 介護保険法の改正がですね、出まして、津市としましては平成２９年からシ

フト移動の方向で進んでおります。２８年度につきましては、モデル地域とし

て市内２か所と聞いておるんですけれども、地区をモデルとして事業推進を進

めるという方向で進んでおります。 

 大きく変わった点といいますのは、今まででしたら、施設の中で施設のサー

ビスをする人がその資格を持っとらんとサービスできやん。という制度だった

んですけれども、それを分けまして、資格をある程度、ヘルパーさんの資格を

持っていない人でもできるという部分を作っていく、と聞かさせてもうており

ます。あと、今、介護保険事業でサロンとかそういうのをやってもうとるんで

すけども、これが直接、今まで社協単位の方からの交付という形になっとるん

ですけれども、それを市の方からの直接支払いというか、事業としてみさせて
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もらうと、いう制度に変わっていく方向で進んでおります。 

 

赤堀会長 

 よろしいですか？まだ関連であるようでしたら聞いてください。 

 

藤田委員 

 わかりました。はい。 

 

田中市民福祉課長 

 美杉だけがどうこうというものではないもんで。あくまでも津市全体でとい

う形になると思いますけれども。 

 

藤田委員 

 はい。 

 

赤堀会長 

 ほか、いかがですか？ 

 はい、浅尾さん。 

 

浅尾委員 

 冊子の１０ページの水道関連のことの公共施設整備状況の中で、美杉におけ

る水道の普及率が２５年度末で７８．３パーセントとなっておりますけども、

今現在うちらの地区とかは簡易水道の施設があって、そこからの水道を使用し

ているんですけれども、美杉の中で７８．３パーセントというのは、まだ水道

施設がない地区がまだ結構あるということですか？ 

 

鈴木総合支所長 

 多気地区でございます。丹生俣、上多気、下多気のほとんどがまだ水道して

ません。下多気の一部しか水道してませんもんで、その分がこの率になってき

ます。 

 

浅尾委員 

 そうですか。来年度から簡易水道施設の整備維持等も水道局の方でしていた

だけるていうことになったみたいで、ただ今まで自治会で管理運営してきたも

のが、皆さん高齢化してきて、砂を変えたりとか、水のメーターがおかしかっ

たりとか、なんか薬を入れに行ったりとかいうのを全部自治会の方でやってい

たんですけども、結構雑多な仕事が多くて大変やな、みんな高齢化になってき
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て、その役割ができる家庭が段々少なくなってくるといつも一緒の人がその役

割を担わなあかんと。これどうなるんかな、って思ってたときにこの水道の施

設の管理をしていただけるということで、大変良いことやと思うんですけども、

ただ、急なことで水道の施設が使えなくなったりとか、水の漏れがあったりと

かいうのが全部の地域の方のところで何か所かあったときに、すぐ対応してい

ただけるのかどうかが。 

 

鈴木総合支所長 

 今現在、もしあった場合は、長期間止める場合は給水車を揃えて、そこで水

を供給してくと。対応は早いはずです。もうすぐにデータでわかりますもんで。

だいぶ大丈夫やというふうに思っとります。 

 

浅尾委員 

 そうですか、はい。それでその、水道施設がない地域は管理が水道局の方に

移ったら、今まで自治会の要望で簡易施設を作ってきましたよね。それがその

水道局に移るということは、もうこちらから水道にしませんか、と言うのか自

治会から要望がない限りは、もうそのままなのか、それはどうですか？ 

 

鈴木総合支所長 

 ２９年度は、今まで美杉地域については簡易水道という、要するに１０１人

以上５，０００人までのとこの簡易水道ということになっていましたんですけ

ども、簡易水道ではなくなりまして、皆上水道に移るわけです。ですもんで、

美杉村の時でしたら、１０万７，５００円の１件あたりの負担金を出したら水

道引いたんですけれども、それなくなりまして、今、多気地区残っとりますけ

ども実質、企業会計になりますもんで仮に多気で水道する場合、２億かかると。

で２００戸やったと。そのうち何割を負担として市が持ちますもんで、相当な

額。１００万円まではいくかどうかわかりませんけれども、相当な額がいりま

すもんで要望してもなかなか自己負担が大きすぎて、ついていけやんような状

況になるな、とは思っとります。もう今現在しとらんところはなかなか難しい

と。無理やろうと自分は判断しています。仮に多気自治会で各戸１００万円出

してしようと言うことであったら、自分としてはよろしいけれどもなかなかそ

こまでいくと、まとまりませんもんで難しいのかなぁと思います。１００万円

というのは例ですに。 

 

奥野委員 

 よろしい？ 
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赤堀会長 

 はい、どうぞ。関連？ 

 

奥野委員 

 いや、これ多気だけかいの。合併槽。美杉やな、かなり合併槽が安くなった

のは。今までは個人の管理でしたやんか。合併槽は。今年度からか。料金が今

までの負担しとったら、３分の１近くくらいになったんちゃうかな。かなり安

くなりました。それはただし、合併槽だけ。水道ではないんやけども。あれは

喜んでもうとるとこが多いと思いますな。 

 

鈴木総合支所長 

 その事業につきましても、市営の合併浄化槽に帰属することで受けられます。

そのかわり、単独槽は合併浄化槽にせなあきませんし。で、合併浄化槽でもち

ゃんと管理をしといて、津市に渡すと。ということですので。水道料金、簡易

水道へ入っとる量で負担金を毎回払っとると。簡易水道については、ひとりあ

たりいくらという水道に換算して単位が決まってくるという感じでございます。 

 

赤堀会長 

 １立方メートルいくらという単位で。 

 

鈴木総合支所長 

 そうです。 

 

奥野委員 

 かなり、水道料金が安くなるということやろ。 

 

赤堀会長 

 そうなんや。せやで大変やな。そうなるとな。積み残しの分はな。 

 

鈴木総合支所長 

 今年、２８年度でできるという事業です。単独槽でもちょっと額はあれです

けど、７～８万円の負担金を払ったら、全部やりかえてくれますもんでさな。

非常に得やということで。早く手を挙げてもらいたいと思います。 

 

奥野委員 

 １０人槽で７万５，０００円のが、２万４，０００円か２万７，０００円く

らいやったかな。 
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赤堀会長 

 そんなに安くなるの。 

 

奥野委員 

 なった。人も減るで。少ないもん。１０人槽であっても、１０人切って２人

や３人になっとるでさ。そう計算してくれるで少ないと思うわ。安いな。 

 

赤堀会長 

 お風呂ようけ入ったりな、洗濯ようけせなあかんとかありますやんか。そう

すると簡易水道のメーターでいくもんで、高くなる人も時たまあるんですんや

わ。 

 

鈴木総合支所長 

 一部、竹原もありますで。竹原の一部と多気の一部。 

 

奥野委員 

 水道ないんや、うちらは。せやから井戸水で計算してくれるわけや。 

 

赤堀会長 

 せやで、あれはもう固定の平均値で計算されるんです。ないとこは。 

 ありがとうございます。何か関連で、ありましたら。ないようでしたら、山

中さん、どうぞ。 

 

山中委員 

 ８６ページの“消防団の充実強化”というところに関連してなんですけども、

協力隊みたいに過去に消防を経験した人とか、ある程度出られる人に委託して

もらって、消防のほうに協力をしていただいているんですけども、そのときに

うちもさせてもらってるんですけど、お借りしてる服装なんですけど。制服と

いうんか、カッチリとした制服と編み上げ靴なんですね。でもまだそれ、使っ

たことないんです。あまりそういう機会もないんですけど。「あれじゃなくて、

長靴と法被の方が仕事がしやすい」って言うんです。「いざという時に制服もら

っても、そんなん着て行ったって間に合わない。編み上げ靴もらっても間に合

わない」って言うんですけど。 

 どうなんでしょうか。 
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鈴木総合支所長 

 機能別団員のことで言われると思うんです。協力隊というのが。ですもんで、

ちょっと、今まで美杉総合支所で消防団の幹部をしとったんですけども、３年

くらい前から消防署へ行きましたもんで。意向は十分伝えさせてもらいます。 

 

山中委員 

 せっかくいただいても、使えないものをいただいては勿体ないです。 

 

鈴木総合支所長 

 法被と長靴と、ヘルメットはもらってます？ 

 

山中委員 

 ヘルメットは使えますので、良いんですけど。「編み上げ靴履いてそんな急な

とこには行けない」と言ってます。 

 

鈴木総合支所長 

 ちょっと、水谷さんひかえといてもらえる？ 

 

水谷地域振興課危機管理担当副参事 

 はい。 

 

富田委員 

 しかしその制服の問題ですけどさ。確かにそら勿体ないかもわかりませんけ

ど、実際火事が起こった場合ですね、一般の方と消防の方と区別せなあきませ

んわね、はっきり言って。だから一般の野次馬の方がですな、とその消防団と

をピシっと分けやんことにはですな、現場の混乱が起こってくると思うんです

わ。 

 

山中委員 

 ですから、着やすい制服にしてほしい。 

 

 

富田委員 

 せやで、ある程度その制服っちゅうのは、この方らは消防団でやってもうと

るということを。一般のもんはやっとることを邪魔したらあかんと。それをみ

んなが分かるような１つの方法やないかな、と僕は思うんですけどね。 
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山中委員 

 本当に、儀式に出るような制服なんです。せやで、「そんなんいちいち着て間

に合わない」って言ってました。 

 

富田委員 

 間に合わないかどうかはわかりませんけど、その辺はやっぱり現場でわあわ

あと人が集まってきますから。その辺だけは僕は。一般の方もお年寄りも多い

ですから、わあわあわあと寄ってきますから。はっきり言ってそれが危ないか

ら。やっぱり消防の方が、こうやって服をピッと着てですな、我々は消防団で

やっとるんだなぁってことでね。ピッと区別するような格好で、僕は制服っち

ゅうのはかなり威力を発揮するんやないかなと僕は見てますけどね。はっきり

言って。 

 

赤堀会長 

 その辺はまた、使う側の方の意見と、やっぱり全体で確かにここで何かある

時に僕がなんやかんや言うとっても、「あれは何の立場で言うとんのかな」って

分からんけど、消防の決まった服でやっていただいとったら、「あ、あの人は消

防の立場で言うてもうとんねやな」というのが分かるで、富田さんが言われる

のもまったく大切なことやし。また、山中さんが言われるように実際に何かで

動く時に、それではやりにくいということであれば、やっぱり改善というか改

良する方向というのも必要かと思います。 

 一度また、消防に危機管理のほうで伝えていただいて、どちらにどうなるか

っていうのはちょっとここでは何も言えませんが。善後策を取っていただくと

いうことでよろしくお願いしたいと思います。 

 ほか、いかがですか？ 

 時間のほうも、結構、始めてから１時間くらい経ちましたし、いい時間にも

なって参りましたので。 

 

中田副会長 

 “その他”があるんやろ？ 

 

赤堀会長 

 “その他”の項目がありますんで、そちらのほうへ移らせていただいてよろ

しいですか？ 

 はい。それでは“その他”の項といたしまして、特に最終ということもござ

いますので、いろいろなことでご意見や、普段のいろいろな活動の中で、「どう

なんかな？」と思っていることの質問等も、答えられる範囲で答えていただき
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ますんで、よろしくお願いしたいと思います。 

 ございましたら、どうぞ。 

 

中田副会長 

 いいですか？ 

 

赤堀会長 

 どうぞ。 

 

中田副会長 

 これを言うために、今日は待ってました。 

 

一同 

 （笑） 

 

中田副会長 

 私、入れてもらったのも名松線のことがあったので入れてもらって、最後ま

で名松線のことを言いたいなと思ってるんですけども。 

 今まで、ＪＲさん開通するまで名松線復旧推進室というのがありまして、そ

の推進室が美杉の総合支所に、今度どっかに設置されるということを聞かせて

もらって。去年から、皆さんもご存知やと思うんですけども、記念ウォークを

１０回開催してきました。すごく好評でして、その計画をまだやりたいなとい

うふうなことを、総合支所さんから出るんやったらやりたいなって言ってるん

ですけども。この間からですね、この２６日の前に東京のＢＳの制作会社から

私のところへ電話が入ってきまして、済んだ後のウォークとかそういうふうな

のを、ＢＳの、なんていうのかな、“ローカル線の旅”みたいな。ＮＨＫのＢＳ

なんですけども。それを東京の会社が制作をしてるんですわ。「それを撮りたい

んやけども、５月頃の連休あたりにそういう計画ないですか。是非、それを取

り上げたいんです」って言うてきたんですけども。「とりあえず２６日が終わる

まで待ってください」と。５月頃にウォークの計画をしたい、で、できるとい

うことでボランティアガイドさんとの話では「できますよ」ということなんで

すけども、５月にしようと思ったら、もう既に計画を立てないとできないんで

すよ。名松線が復旧した時期でありますし、一番、ＢＳで取り上げてもらえる

というのはすごい良い企画だなと思いますので。是非、乗っていきたいなと私

は思ってるんですけども。その計画、総合支所で窓口置いていただいて、そう

いうウォークなんかの計画をするのは、行政サイドでされるのか、今回やって

もらったボランティアガイドネットワークのほうへ「予算付きますからやって



30 

 

ください」というふうな形を取られるのか、どういうふうな形で計画をこれか

ら推進室のほうでされていくのかな、というのがちょっと気になるんですけど

も。これ持ってもらって、１年抱かえてもうとってもこれ、ＰＲできませんの

で。有効活用したいなと思うんですけども。 

 

鈴木総合支所長 

 はい。 

 

赤堀会長 

 どうぞ。 

 

鈴木総合支所長 

 すいません。一応、予算につきましては、６００万くらいの予算を見ており

ます。これにつきましては、イベントが３回分。それと沿線地域で、要するに

地域こぞって、名松線を乗っていくというので、物産振興会ですな、それとの

協力や諸課の協力を得まして、名松線に乗ってきてもうたら、仮に何パーセン

ト割り引きますとか、粗品を渡しますとか、そういう協力をしていただいたお

店にのぼり旗を立ててですな、地域こぞって名松線のお客さんを迎えるという

ようなことをしたいということで。これは今度、４月にならんと動きませんも

んで。で、マップ作って協力店を掲載するというようなものを、一つ見てます。

それと、東京とか大都会へＰＲしに行くということで、赤堀会長らは何回か行

ってもらったと思いますけども、それが４回分くらい見ております。で、名古

屋、大阪、東京でＰＲをしてもらうというのを一つ組んでます。それと、鉄道

雑誌に名松線のＰＲを載せてもらうということを考えております。あと、子ど

も達に名松線の作品募集をしまして、要するに絵でも工作でもなんでもよろし

いんやけども、そういうのをさせてもらうと。また、写真コンテストを考えて

おります。昨日テレビを見とったら、ＮＨＫが名松線のことを放送してくれる

ということでやっておりましたけれども、それ以外の時にもしたいというふう

なことも思っております。それと、各種お祭り、イベント会場へ名松線の写真

パネルを作りまして、それを持って周知をしに行くと。そういうのとまた、引

き続きですけども名松線の補助金を出してですな、いろいろなイベントをして

もらうというのを引き続きさせていただきます。 

 

中田副会長 

 イベント３回の中に、そういうウォークなんかのイベントも考えてくれとる

わけ？ 
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鈴木総合支所長 

 いや、そのイベント３回といいますのはですな、夏休みを中心に、子ども達

のやる子ども用の、当然親が付いてきますもんで、親子こぞってできるような

形。その中には、語り部さんの報償費っちゅうかお金を出してお願いするとい

うのを考えております。 

 

中田副会長 

 そしたら、ちょっとごめん。その語り部さんのことなんやけども。 

 

鈴木総合支所長 

 はい。 

 

中田副会長 

 ごめん。今回ですね、３回。あ、ごめん、語り部さんみえるのにちょっと悪

いけどさ。 

 

奥野委員 

 いやいや、僕ら伊勢本街道の多気のほうのやっとるで。 

 

鈴木総合支所長 

 三重タイムズの社長をしとる。 

 

奥野委員 

 西田さんやんか。 

 

中田副会長 

 タイムズの社長は知らん、あんまり。 

 

奥野委員 

 あっ、タイムズか。 

鈴木総合支所長 

 ふるさと新聞の。あの方らは語り部という？ 

 

中田副会長 

 あれは違います。 
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鈴木総合支所長 

 ボランティアガイド？ 

 

中田副会長 

 あれがボランティアガイド。 

 

鈴木総合支所長 

 そのボランティアガイドさんにお願いする予定です。 

 

中田副会長 

 あぁ、うん、わかった。それやったらええんやけども。私、ほとんど１０回

行ってたんですけども、一志のボランティアガイドさん、白山町のボランティ

アガイドさんというのは、勉強してないというと美杉に言うの悪いんやけどさ、

すごい勉強してみえて。そして一志の人が自分の担当を外れた場合も、白山と

か美杉とか皆、「中田さん今日はフリーです。フリーでお願いします」って私受

付をずっとしてたもんで。勉強もしながら、よそのことも勉強して、この美杉

も３回ともその方達、来てもらってましたし。それで私美杉入った時にですね、

「どうされるんかな、美杉の語り部さん。八知とか竹原とかあまり聞いてない

からな」と思ったら、助っ人ガイドっちゅうのを出してもらって、助っ人ガイ

ドさんに説明をしていただいてですね。そして美杉を制覇してきたというふう

な形。やはり、語り部さんの会が、私どうなってるんか自分は関係してないか

ら知らないんですけども。語り部さんというのもすごく、語り部さんですごく、

この１０回のウォークが盛り上がったと思うんです。本当に細かいところまで

勉強していただいてですね。ちゃんとした写真も作っていただいてですね、盛

り上がったと思いますので。美杉の中もですね、語り部さんの育成というんか

そういうふうなお金は出てないんですか？自主的に勉強してみえるんですか？ 

 

鈴木総合支所長 

 ボランティアガイドは、県のほうで最初起ち上げてもらいましたもんでです

な。さっき言った語り部ちゅうのが伊勢本街道だけの語り部ですわ。 

中田副会長 

 伊勢本街道さんにはお金出とったわけ？ 

 

鈴木総合支所長 

 出てます。 
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中田副会長 

 伊勢本街道さんは当初の予算も１３０万円か出てましたやんか。せやけども、

やっぱりそんだけお金を使ってもらうんやったらさ、まあ多気地域をもちろん

してみえるやろけども、やっぱり美杉全体のことを考えてですね、そんだけの

お金出て勉強してもらうんやったら。やっぱり、あぁ残念やなと思ったんはそ

こだったんですけども。残念と同時にちょっと恥ずかしいという気持ちもあり

ました。はっきり言って。えぇ、どうするんかな、と思って。私はよう語り部

しませんし。もうちょっと本街道さんだけじゃなしにさ、もう本街道さんでき

ないんやったら、八知とか竹原でもいいから、そういう語り部の会みたいなも

のを立ち上げていってもらうべきやなと思うんですけども。そういうふうな予

算はないとか言われるかもわかりませんけども。 

 そしたら、名松線を利用したイベントというのはないわけ？このイベント。

子どもさんを呼んでっていう。 

 

鈴木総合支所長 

 それ３回ですわ。 

 

中田副会長 

 それはどういうふうに考えてみえるの？ 

 

鈴木総合支所長 

 それは最初、美杉内で３回３か所と思てましたんですんやけども、沿線の白

山、一志がありますもんで、白山、一志、美杉で１回ずつと。 

 

中田副会長 

 それはどういうふうに考えてるの？何と考えてるの？ 

 どこからか名松線に乗って？ 

 

鈴木総合支所長 

 そうです。 

 

中田副会長 

 募集をかけて？ 

 

鈴木総合支所長 

 そうです。そうです。それでボランティアガイドさんにまた回ってもらうと

いうふうに思っております。それで丁度３月に３回、していただきましたやん
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か。竹原駅。鎌倉駅。 

 

中田副会長 

 そうです。それが３月にひょっとしたら名松線が着いてるかもわからないっ

ちゅうもんで、計画段階で３回３月に集中させた。 

 

鈴木総合支所長 

 竹原駅と鎌倉駅に私、出迎えに行ってまして。所要により最後は１９時２０

分に一志駅に行きまして、そこで見送ったんですんやけども。その中で、話を

しながらですな。美杉だけで３か所というふうに予算付けとってんけども、な

んとか沿線は当然せなあかんということで、沿線のほうで人がわって来るで。

降りやんしたとこで、と思います。協力してくださいということで。 

 

中田副会長 

 それこそ今やったら、もう３月やったら、もう５月の計画はちょっと無理っ

てことやね？ 

 

鈴木総合支所長 

 それは無理です。 

 

赤堀会長 

 これ夏って言うてみえたけれど、夏休み親子でという。 

 

鈴木総合支所長 

 それで予算付けをした中で、２月でしたかいな、ボランティアガイド代表の

方と市長とお会いされまして。「ちょっと変更せぇ」ということを言われており

ますもんで。そういう形にしましたもんで。予算についてはそういうイベント

の予算を３回、見ております。 

 

 

中田副会長 

 名松線の関連したイベントとかいうのは考えていない？ 

 

鈴木総合支所長 

 関連というのはどういう？ 
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中田副会長 

 私、前から言ってるんやけど、３月の最終の土曜日が開通でしたやんか。じ

ゃあ、３月の最終の日曜日くらいに名松線の大きなイベントを持ってこようと

か。そういうイベントを残してったほうのがインパクトがあるんやないかなっ

ていうふうな思いはありましたけども。やっぱりそういうふうな計画はしてみ

えるの？ 

 

鈴木総合支所長 

 今のところ申しますのは、ちょうど来年の３月にですな、名松線開通１周年。

開通１周年というのはおかしな話やけれども。復旧１周年を迎えますもんで。

ちょうど考えましたのは、家城駅が両サイドから寄ってくる駅ですもんで、家

城駅を出発点にして、マラソン大会をですな。家城駅から竹原駅まで約３キロ

メートルでしたかな、３キロメートルのマラソン。それから鎌倉駅までが８キ

ロメートルで、そんで八知駅まで１０キロメートルくらいですんやけども。そ

ういう体力に合わせたマラソンコースを設定いたしまして。で、竹原まで走っ

てもうたら今度、上ってくる電車にちょうど間に合いますもんで。そこに乗っ

てもらうと。名松線に。鎌倉駅も鎌倉駅で乗ってもらうと。八知駅も八知駅で

乗ってもうて最終的には奥津駅でイベントを設けると。物産展してですな、そ

こでまかないやらして、食べてもうて帰りは名松線に乗って家城駅に帰っても

うて、各自どこの駅かわかりませんけども帰っていってもらうというよな形で

今ちょっと構想図を練っております。 

 

中田副会長 

 それは、そしたら恒例にしてくわけ？ 

 

鈴木総合支所長 

 したいと思っています。 

 

中田副会長 

 ふぅん。はい。 

 

鈴木総合支所長 

 まあ、一番お金もいらんと思いますもんでさな。 

 

中田副会長 

 鉄道のあれっちゅうんは、ほとんどお金いらないんですわ。料金っちゅうの

は皆、個人負担でしたので。お弁当はにぎり持って行くし、自分で持参ですし。
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何万単位で事業はできると思うんです。せやけども、有効に使ってもらわない

とさ、私はダメだと思うし。６００万もあったら、すごい事業ができると思う

の、自分らが考えてるのは。１年間様子を見させてもらいますけども、有効に

利用していただきたいなと思いますし、せっかくの機会ですので定着したイベ

ントをですね、できたら続けていっていただいて３月の最終のところは、名松

線のイベントがっていうふうな感じでしたら、私達は私達でまた、元気にする

会やったら元気にする会のほうでですね、奥津で盛り上げよといったら盛り上

げさせてもらいますので。共同、共同ということはやっぱり、市民と行政の考

えが一緒になってですね、そうすれば地域が盛り上がるんじゃないかなと私は

思ってますので。是非ですね、お堅い考えやなしに、ちょっと柔らかく。 

 

鈴木総合支所長 

 せやで、今は私の構想を言うとるだけではあきませんもんで、交通のほう、

警察のほうとですな。 

 

中田副会長 

 窓口はどこなの？ 

 

鈴木総合支所長 

 地域振興課です。課長が窓口です。 

 ただマラソンになると道路が狭いもんで、警察の規制がかかる。 

 駅伝でしたらさ、走る人が決まってますけども。仮に広がると規制がかかる

場合もありますもんで。それは私が言うとるだけであって、結局はまだ何も詰

めてませんもんで。理想ですもんで。ちょっとできやん場合もありますもんで、

それだけは警察と詰めたいと思います。 

 

中田副会長 

 ようけやなかったらできるわな。 

 

 

鈴木総合支所長 

 それと思てますのが、ネットワーク事業ていう、さっきも言いましたように、

物産振興会っちゅうのは物産のところでですな、要するに美杉のお茶やら、あ

まごやら、いろいろあると思いますけども、そこいらのところの店でのぼりを

立ててですな、「大好き名松線」仮称ですけども作って。ちょうど名松線で領収

書を発行してますんやわ。運転手さんに言うたら。乗車証明というのはできや

んのやけども、領収書くれって言ったらくれますもんで。それを持って来たら
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仮に５パーセント引きとか、粗品あげるよとか、いうような形で一志、白山、

美杉全体で住民こぞってですな、取り組んでいきたいと。またご協力のほどよ

ろしくお願いいたします。 

 

中田副会長 

 名松線降りてから、多気行こうと思ったらえらいことやわな。 

 

奥野委員 

 今しのさ、話で思ったんやけども。正直、多気の道の駅なんかは大阪方面が

多いんです、団体の客で。名松線はないとしても。かなり大阪は天満のほうへ

も行ってもうとるらしいけども、観光ＰＲに。秋になってくると太郎生もそう

やと思う。曽爾村から来て。かなり。例えば、名松線からお願いしますって言

ったらやっぱり奥津から太郎生にしても多気にしても伊勢地にしても、移送と

いうんか。そういうものがやっぱりネックになってくる。どうしてもそこら辺

が出てくると思うわな。バスで来てる人は、自分らで団体でばっと動くさかい

にええけども。名松線を使って来るとなると、そこまでの足とかいろいろなこ

とが出てくるように思うな。これからも。 

 

鈴木総合支所長 

 そのためにも電動アシスト付きの自転車を購入しまして。 

 

奥野委員 

 せやけど、それではしれとるわの。 

 

鈴木総合支所長 

 まあ、１０人しかですけども。 

 

奥野委員 

 この間、怖かったぞ。飼坂峠、きついもんで。二人夫婦で乗ってやってんけ

ども。ものすごく大きく振ってくるで。 

赤堀会長 

 あれ暗がりが怖いんですわ。ちょっと間違ってちょっと加速するとビューン

って行くんな。 

 

鈴木総合支所長 

 本当は切ってもらって。 
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赤堀会長 

 あれ、切らなあかんな。 

 

奥野委員 

 ものすごい膨れて、カーブで膨れて来るわけやさ。 

 

赤堀会長 

 踏むとモータが動くもんで。怖いんですわ。 

 

小林委員 

 これから名松線に合わせたコミュニティのバスとか。そういうふうなことは

考えてみえない？ 

 

鈴木総合支所長 

 それは当然させてもらいます。 

 

小林委員 

 合うように？ 

 

鈴木総合支所長 

 はい。 

 多気発下之川行きでしたら、竹原駅で乗れるようにする。 

 

小林委員 

 っていうのじゃなくて、奥津へ行くとか。 

 

田中副総合支所長兼地域振興課長 

 よろしいですか、すみません。当然名松線が開通しましたので、名松線で各

駅、それぞれにコミュニティバスの停車場を新たに設けまして、今まで鎌倉駅

にはなかったんですけれども、今回４月１日から鎌倉駅というバス停をこしら

えまして。できるだけ名松線にも乗りやすいような形の中で。 

 

小林委員 

 時間、時間で？ 

 

田中副総合支所長兼地域振興課長 

 できるだけそういうふうな形のですな、時間設定も考えていきたいなと。 
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小林委員 

 多気は今までやったら、竹原まで下って、そこから名松線に乗るという形や

ったんやけど。奥津駅から乗れるっていうことですか？ 

 

田中副総合支所長兼地域振興課長 

 川上・丹生俣ルートですと竹原まで行っていただいて竹原から、乗っていた

だくという格好にはなろうかと思うんですけども。 

 

小林委員 

 でもそれやったら、八知の歯医者に行きたいんやけど、竹原まで行ってもう

いっぺんこっちへ上って来んならん。またそれは電車を待つわけ？ 

 

田中副総合支所長兼地域振興課長 

 今、逢坂・飼坂ルートというのも１０人乗りのバスが走っておりますので、

それは上多気の交差点で乗り換えていただいて、総合支所の前まで来ていただ

くことができますもんでさな。 

 

小林委員 

 あ、バスで。 

 

田中副総合支所長兼地域振興課長 

 そう、それはコミュニティバスなんですけども。そこから名松線を松阪まで

へ行くのに利用できる、一志病院まで行けるということもありますし。そのコ

ミュニティバスで今のところ一志病院までも行けますもんで。それを今後、名

松線で松阪方面に行きたい人をそこへ繋げていく。そういう対応をしていかん

とあかんのかなと。 

 

小林委員 

 そういうのが分かるような、大きな字で書いたものを作っていただけるんか

な？ 

 

田中副総合支所長兼地域振興課長 

 一応、今年そのような形の中で、公共交通のあり方検討会、そういった組織

も起ち上げさせていただいておりますので。その中で名松線に合わせるような

形の時間の部分も、皆さんのご意見をいただきながら検討して参りたいなとい

うようなことを思っております。 
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小林委員 

 今まで、名松線とかバスとかを利用せんと、どこも行けなかった人が一番よ

く時間とか知ってみえて。そこへみんな問い合わせですんや。みんなが。でも

その方、もう名張へ出てかれますんさ。 

 

一同 

 （笑） 

 

小林委員 

 本当にその人には気の毒でしたんですけどさ。そんなことせんでも役場のほ

うで、そういう「これに乗ったらここまで行きますよ」という詳しいさ。まあ、

多気に限らず、ほかもそうやと思いますけど。 

 

田中副総合支所長兼地域振興課長 

 せやで、生活のバスというふうな形のバスの利用もありましたら、いろいろ

ご意見もいただいております。観光面での形のバスで多気も行ける、伊勢地も

行けるという、そのようなことも両方考えていかないかんのかな、ということ

も考えてますんでさ。それを一気に。というのはちょっと難しいんかもわかり

ませんけど、そういうふうな考え方の中で、方向で今後進めていければなとい

うふうに思っております。 

 

小林委員 

 お願いします。 

 

鈴木総合支所長 

 まあ、確かに朝、仮に遊びに行こうという人が来ますやんか。そういう時は

上へのぼるやつやけれども、実際住んでもうとる方は、病院行かなならんもん

で下ってく。まあ、別々になりますやんか。その観光客を主にするか、生活を

主にするか、やはり美杉の地域の方を優先せんと。土日は逆に、観光客の方が

利用していくような形で、そういう考え方をしていかんとですな。やはり、ま

ずは第一はやっぱり生活のための公共交通やと思ってますもんで。地域住民の

方をまず有りき。で、土日は観光に来てもらう方を有りき。というような形に

せんと、なかなか、金なんぼあって両方同じだけバス上下行ったらええやんか

と言ってもそれはなかなか難しいですもんで。なかなかその折り合いというの

は難しいもんですでな。 
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小林委員 

 利用者数も少ないと思います。 

 

奥野委員 

 その関連で、この前も丹生俣の人が言うとったけども、結局病院へ来て、診

療所が多気にできたけども、９時前のバスで出て行って、今度診てもらったら

１時過ぎまでもう全然ないんやと、便が。せやさかいに、観光もええんやけど

も、本当に自分らみたいな弱者っていうんか、免許もない。半日前後は、近所

の人が見かねて「送ったるわ」っていうような体制なんやと。そういうことが

ちょこちょこと聞くさかいに。そこら辺も考える中で、ええ意味で入れてもら

ったらええかなと思うけどな。 

 

赤堀会長 

 その辺については実は、名松線の列車というのはそういうこともありますし、

今コミュニティで病院へ通っている人もあります。その辺ので２月に一度、実

態調査をさせていただいたんです。公共交通あり方検討会で。そして１回のあ

れではあかんで、あの時は寒い時でしたので、あまり人が動かなかったという

ことがあって、少なくとももう１回くらい、連合会長７人が朝。私は川上を朝

７時５分発かな。それから往復乗ってもう１便乗って。同じに乗られた人がも

う気持ち悪くなってもどしましてね、大変やったんですけども。やっぱりそう

ふうな形で、１回、今もお話あったけど、乗ってる方に聞くのが１番なんで、

またやって。そうしてその辺、名松線とのつながりとかを考えていこうやない

かという方向を持っておりますんで。また、いろいろ自治会、まあ連合会長さ

んだいたい入ってますんで、自治会の地域の中でも「地域としてこうなんや」

というのを連合会長さんあたりに言っていただいてしたら、そこへ意見が反映

されると思いますんで是非、お願いしたいなあとこういうふうに思いますんで、

３月今すぐというわけにはいかんですが、４月からはそういう方向を大事にし

て、あり方検討委員会のほうでもより使いやすいそういうふうなことを考えて

いこうやないかという方向を持っていただいておりますんで、一つよろしくお

願いしたいと思います。 

 それから一つよろしいですか。外からの人の集客ということを中心に考えて

おるんで、たぶんやっていただけるんやないかなという気はしておるんですが、

セラピーやとか、またはいろいろとイベントとして組む時に、駅がメイン会場

でない場合が結構あるんですね。例えばセラピーの場合ですと、出発点が川上

のほうですと旧の川上小学校のところが出発点になるんです。で、上手いこと

組んだら、現在のダイヤですとコミュニティのバスで行ってっていうのが今川

上のとこでは組めるんです。ところが、多気の道の駅などが出発点の時、そこ
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まで行くのに歩いて行くことができやん場合もありますんで、そういうふうな

ときにやっぱり、そういうイベントの時には、市としてマイクロを出していた

だくとかそういうふうな形の、個人のには当然対応できませんけども、半ば公

的な団体というんですかね、そういうところが組んだイベント。それから夏に

夏まつりというのがありますが、過去は臨時列車が出ておったような、確か出

てましたな。せやでできましたら、４月今からそういうふうな方向で夏まつり

のときには是非、松阪から臨時列車を出していただいて、そして夜の９時過ぎ

の手筒が終わった後に下に帰っていける。まだ上のほうは後で結構ですんで、

何はともあれ集客と乗車促進というか、人数を増やすということを含めてそう

いうふうなことも是非、考えていただくとありがたいなあと思いますんで。名

松線の話でしたので出させていただきます。よろしくお願いします。 

 ほか？ 

 

鈴木総合支所長 

 よろしい？ 

 

赤堀会長 

 どうぞ。 

 

鈴木総合支所長 

 現在、２７年度ですけども、森林セラピーにつきましても名松線の利用の方

につきましては、当然おると思いますけど、なおかつ粗品を進呈するというこ

とです。 

 

赤堀会長 

 はい、ありがとうございます。 

 

鈴木総合支所長 

 やっておりますので。 

 

赤堀会長 

 やっておるんですね。 

 

鈴木総合支所長 

 ダムと川上と太郎生だけは時間的に無理ですもんで。太郎生以外はちょっと、

もう、歩いてきた方については、「名松線利用」って聞いてもうてやっておりま

す。 
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赤堀会長 

 ありがとうございます。 

 

鈴木総合支所長 

 引き続きこれからもやっていこうと思っとりますので。 

 

赤堀会長 

 ほかの部分のイベントもちょこちょこあったりしましたやんか。今はまあ、

３月のあの、まちづくり協議会ですか、あれはこの地ではやりませんけど大阪

へ宣伝も兼ねて出てますけども。ああいうふうなイベントもあった場合には、

やっぱりそういうふうな繋ぎのためのものっちゅうのを、また、な、何か。ま

あ、今回一志と白山の総合支所に、２６日は一志１１０台、それから白山に９

０台停められるスペースを空けていただいて。ほいで、普段でも一志に１０台、

平日でも１０台は名松線利用のための駐車場を作っていただいとるんですわ。

そして関ノ宮にも５台やったですか？ 

 

鈴木総合支所長 

 白山総合支所です。 

 

赤堀会長 

 ごめんなさい。白山総合支所にも５台の。もう自由に停めていただける駐車

場を作っとるんです。で、そういうふうなこともまた、ちょっと口コミで宣伝

していただいて、よそからおみえになる人がみえたら、「そこで乗ったら、駐車

場が近くに無料でありますから」っていうような形のことも言っていただいた

ら。そういう部分で、大変市のほうも協力的にはやっていただいてますんで。

今も「セラピーの時はやっていただいとんねや」っていうお言葉をいただきま

したけども。是非、そういうふうな中で外の人にも良いし、内の人にも良いっ

ちゅうな交通体系ができると良いと思いますので、よろしくお願いします。 

 

中田副会長 

 駐車場してもらったのは良いですけども、もう乗りに行っても乗れなくて、

押し込んでも乗れなくて一志からまた戻って車でみえた方もあったということ

も聞いてます。 

 

赤堀会長 

 ２６日はな。 
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中田副会長 

 はい。 

 ほいで、今日もですね１１時２分に１００人から乗ってましたわ。すし詰め

でしたわ。そのお客さんが４０人くらい“かわせみ庵”へって言うてもうたん

で、今日はあれしてたんですけども。降りてみえたお客さんが、その一志の方

じゃなくてですね、「ここ降りたらどこ見に行ったらいいんやな？」と私に聞か

れて、「どこ見に行っていいんやな？」言われても本街道ぐらいしか説明ありま

せんやんか。「私は今日４時間おる」って言われたんですよ、４時間。せやもん

で、もう仕方ないもんで宮さんへちょっと行っていただいて、ほんで今吊るし

をしているお家があるもんで、そこを頼んで開放していただいて、ほんで食事

をしていただいて。ほんで昼１時からですね、マジックする人頼んで、１時間

ちょっと。１１時から３時まで、もう今の電車で今通ったらいっぱい乗って行

かんすんやろけどさ、もう大変や。それも考えたら随分喜んでもらったんで。

まあ、そういうふうなこともですね、考えながら、その人にも「１時までおっ

て３時までやったらそういうのもやってるから来てもらったら、見てもらえる

よ」とか言うといたけども。本当に奥津に降りてもらっても、見るとこもそん

なにないんですよ長い時間。ほんで「いろんな宣伝とかもしとくやわ？」とか

言われて“アサギマダラ”とかいろんな宣伝もさせてもらったんですわ。 

 

浅尾委員 

 ありがとうございます。 

 

中田副会長 

去年植えさせてもらって。太郎生のほうの話じゃなしに、かわせみの横へ去

年植えさせてもらって。 

 

中田副会長 

 すごく、１年目で飛んできたもんで。１０月からですね、１１月中頃はまた

ここに来てもらったら。この写真も見せて、「これ今年飛んできたのですよ」言

うたら、「あぁ、そしたら秋に来たら見えるんやな」って言って帰ってかれた方

もありますし。 

まあ、いろんなですね、ちょっとしたものを考えていかないと。私らだけ考

えとってもいかんと思うんですよ。みんなでやっぱり考えてもらわないかんと

思うの。だから、そういうふうな、せっかく付けてもらった名松線。本当に今

度ですね、何かあったときにもですね、また工事して復旧してくださいと言え

るような、こう住民みんなが私はしていかなあかんと思ってるもんで。八知駅
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でも鎌倉駅でも降りてもらったらですね、「何かちょっとしたものがあるよ」と

言えるようなまちづくりをしていっていただきたいなと思いますし、予算のこ

ういうふうなんもあるんやったら、６００万もどこに使うんやろな？と思って

今こう私も考えてるんですけど、そんなにお金いらないと思うんですよ。６０

０万あったらすごいイベントしますわ。もう１年中かけて、私が。今日らイベ

ント、２０万か４０万でしてますんやでさ。まあそういうふうなでも、有効に

使っていただきたいなと思います。 

 

赤堀会長 

 ありがとうございます。 

 

鈴木総合支所長 

 ありがとうございます。またこのまま引き続きよろしく、、、 

 

中田副会長 

 ちょっと、アドバイザーに雇ってくれへん？ 

 

野崎委員 

 よろしい？ 

 

赤堀会長 

 はい、どうぞ。野崎さん。 

 

野崎委員 

 すいません。ちょっと一つだけ。今も中田さん言われたようなそういう意見

を吸収されるっちゅう場面で、ちょっとよう名前は分かりませんけども津市の

市長さんを囲んだ公開的な座談会みたいなのがあるんですね？ 

 

赤堀会長 

 はい。今度。 

 

野崎委員 

 そういった場面、今度私ら、もうメンバー変わりますけど、地域審議会の方

もですね、こう参加していただいて、言えるような。あれは自治会さんが主な

んですか？される方。 
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鈴木総合支所長 

 いや。４団体。自治会と。 

 

赤堀会長 

 自治会と、福祉と、老人クラブと社協な。 

 

鈴木総合支所長 

 ４団体が基本におりまして、あと４団体はこちらのほうで、、、 

 

赤堀会長 

 商工会もありますな。 

 

鈴木総合支所長 

 せやで、あとの４団体は選ばしてもらうんですけども。 

 また一般公募でですな。ちょうど１時間半の懇談会しますんやけども、約１

時間ぐらいがその８団体の方としゃべってもうて、意見交換してもうて、あと

の３０分くらいで一般の方から、意見をもらえる機会がありますもんでですな。 

 

野崎委員 

 その団体へ地域審議会は入ってもろたらどうかな、と思たんですけども。次

回から。 

 

鈴木総合支所長 

 なくなりますもんでさな、地域審議会、今年から。 

 

野崎委員 

 あっ、これで終わりなんや。 

 

赤堀会長 

 後から言わせてもらおうと思たけど。 

 

野崎委員 

 あぁ、そうかそうか。 

 

鈴木総合支所長 

 せやで、今回でも会長も副会長も代表で来てもうてましたんですけども。 
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野崎委員 

 そら、ええ人が入ってもうとってええけど。 

 

鈴木総合支所長 

 で、自治会の方からも声かけてもらいまして、たくさんの方が来てもうて。

あれ１００人くらい集まってもらいましたんですんさ。そうするといろいろな

意見の方も意見言うてもらいましたし、今度は４月の２８日に、夜６時３０分

からありますもんで。これにつきましては、前回１１月にここで、入ってもう

とったら良かったんですけども、まあ、それの回答的なもん。「それに対してこ

うしました」というもんが市長からありまして。また、１１月になりましたら、

今度は違う団体を寄せまして意見を聞く、言うてもらうと。そんでもってまた

４月になったら回答させてもらうというような、年２回ずつやりますもんで。

まあそんときは美杉だよりやら広報津にも載せますし、しますもんで、また見

てもうて、来てもうたらと思いますもんで。で、意見を聞かせてもうたらと思

いますもんで、よろしくお願いしたいと思います。 

 

赤堀会長 

 ２６年の時に、その言葉がでてくるとな、懇談会やあれの時もそのメンバー

に入ってもらえるように僕らも言えたんやと思うんですけども。ちょっと残念

やけども、違う立場ですけどまたね、お願いしたいと思います。 

 ほか、どうですか？ 

田中副総合支所長兼地域振興課長 

 ちょっと、すいません。 

 

赤堀会長 

 はい、どうぞ。 

 

田中副総合支所長兼地域振興課長 

 今度、４月の９日、１０日と伊勢地の三多気の桜まつりっていうような形の

中で、当然、名松線をご利用いただいてっていうような部分もＰＲもさせてい

ただいております関係で、三重交通に委託をしまして、名松線に乗っていただ

いた方については、そのバスで。 

 

赤堀会長 

 あれ、１週間やな？ 
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田中副総合支所長兼地域振興課長 

 いえいえ。 

 

赤堀会長 

 違うの？ 

 

田中副総合支所長兼地域振興課長 

 ９、１０日、２日だけ。 

 

赤堀会長 

 当日だけ？前はなんや、１週間くらい。 

 

田中副総合支所長兼地域振興課長 

 昔はありましたけどな。 

 

赤堀会長 

 あ、もう今ないんや。 

 

田中副総合支所長兼地域振興課長 

 当日、桜まつりの２日間だけというような形の中で、２日間対応させていた

だくに。１つ心配なんは、先ほどからもおっしゃってみえましたように、名松

線に１００人も乗ってきたらバスがですな、それこそ、定期バスをこう引っ張

ってくるという形の中の、今言ったことを考えてますんで。 

 

中田副会長 

 それがあれば名松線に乗って行きますって言う人がもうあります、団体が。

あるもんでお世話させてもらったんやけど。ではそう言うときます。 

 

田中副総合支所長兼地域振興課長 

 乗れやん人が出てくるんちゃうかな、っていうのが心配なんですわ。 

 

中田副会長 

 もう１バス借り切らんならんくらいの人来ます、その団体で。 

 

田中副総合支所長兼地域振興課長 

 まあ、そういった推定の中でですな、三重交通のほうにも話はさせてはいた

だいておるんですけども、ちょっとどうなるかわからん。バス１台の形だけな
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んですけども。 

 

鈴木総合支所長 

 まあ、何人来るやわからん状況ですもんでな。 

 

田中副総合支所長兼地域振興課長 

 せやで、三重交通がこの実績を見た中でですな、かなりもう寄ってもらえる

というんであれば、もう三重交通の営業の中でこれから、バス、名張から曽爾

村へ走っとるような、ああいうふうなバスの運行形態が取れていけばと思てま

すんですけども、とりあえず今回は。 

 

中田副会長 

 今回は役所がもうチャーターしてくれる？ 

 

田中副総合支所長兼地域振興課長 

 いや、三重交通に委託をして。 

 

中田副会長 

 料金はいらん？ 

 

田中副総合支所長兼地域振興課長 

 料金いります、いります。 

 

中田副会長 

 いくらっちゅうのも言うといてもらわないかんな。そしたら。 

 

田中副総合支所長兼地域振興課長 

 そうですな。 

 

中田副会長 

 いくらいるって言うといてもらわんと。 

 

田中副総合支所長兼地域振興課長 

 せやで、奥津から杉平までいくらやったかいな？ 

 

田中総務担当主幹 

 確認するわ。 



50 

 

 

中田副会長 

 ２５０円？ 

 

赤堀会長 

 ちょっと、確認したって、すいません。 

 

田中副総合支所長兼地域振興課長 

 １便、１時前のがあったかと思うんですわ。 

 

中田副会長 

 ５７分がある。 

 

田中副総合支所長兼地域振興課長 

 あれがちょっと、三重交通のバスの対応ができなかったもんで、うちのマイ

クロバスで送らせていただかなければならないと。 

 

中田副会長 

 そして、１１時２分はありますんやな？ 

 

田中副総合支所長兼地域振興課長 

 それはあります。 

 

中田副会長 

 その前も？ 

 

田中副総合支所長兼地域振興課長 

 あります。 

 

中田副会長 

 はい。 

 

田中副総合支所長兼地域振興課長 

 せやで、名松線で来ていただいて三多気行って、帰りも名松線で帰るという

形の中のバスは動かさせていただくと、そういうふうな形のことで考えており

ます。 
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赤堀会長 

 ありがたいですな。 

 

中田副会長 

 ありがとうございます。 

 

赤堀会長 

 ほかは、いかがですか？ 

 はい、どうぞ。 

 

浅尾委員 

 いいですか？ちょっとなんか関係ないようなこと、その他の項目ですので。 

 うちから太郎生の保育園がよく見えるんですよ。で、もう園児はいませんも

んでもうほうりっぱなしで、草もすごい生えてきてますし、でも、やっぱり遊

具が残ってるので、たまたま実家のほうに帰った子どもたちを連れてお母さん

方が保育園行かれて、たぶん、入れないようにはしてあるんですけども、入れ

る場所もありますので。もし、その遊具とかで子どもさんが遊んで、そのなん

ですか、事故ですか、そういうのがあると危ないと思います。そういう小学校

でも保育園でも残された遊具とか、その施設の管理とかはどこがしていただけ

るんですか？ 

 

赤堀会長 

 お願いします。 

 

田中副総合支所長兼地域振興課長 

 小学校の旧の校舎につきましては、うちの、地域振興課のほうに財産がなん

とか変わりましたもんで、それで、小学校の時から、まあ言うたら遊具等の点

検については毎年行っておりました。それは引き続いてうちのほうでもこれか

らも点検のほうはさせていただくような形の中で、契約を結んでさせていただ

いておりますんで。 

 

田中市民福祉課長 

 保育所のほうね。直接、総合支所のほうで管理してませんもんで。また、問

い合わせさせていただきたいんですけども、確か休園になっとる？ 

 

浅尾委員 

 はい、休園になってます。 
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田中市民福祉課長 

 ね、休園になっとると思いますもんで。ただ、遊具の点検をやっとるかどう

かというのはうちのほうで今、確認はさせてもうてないんですわ。 

 

浅尾委員 

 保育園のほうは、ちっちゃい子どもさんが遊びたがるような遊具があります

ので、もし、なんかの事故が起こったときに重大な事故になるんやないかなと

思ってヒヤヒヤしてるんですけど。今、草とかでもすごい生えてもうなんか、

なんか管理してないから、廃屋になるんちゃうかなと思って、ちょっとやっぱ

り管理してったほうが、たまには風を入れて。なんかそういうこともしたら、

もしなんか災害とかがあった時に避難所としても使えるんやったら、もうちょ

っと普段から手入れてですか、なんか管理しといたほうがいいんじゃないかな

と。 

 

田中市民福祉課長 

 使える状態なんですかね、その遊具は。 

 

浅尾委員 

 分かりません。中入ってそんなん、私見たことないですけど。まだ、閉園に

なってそんなに年月経ってないので、たぶん使えるのは使えると思うんですよ。 

 

田中市民福祉課長 

 今は柵がしてありますんやね？ 

 

浅尾委員 

 柵って言うても。 

 

田中市民福祉課長 

 一応、鍵は閉めてますやろ。 

 

浅尾委員 

 でも、子ども、普通の小学生くらいやったら、なんか飛び越えるんかな。足

かけて入れたりもするので、やはりちょっと中途半端なとこがあるのかなと。 

 

鈴木総合支所長 

 せやで、開放はたぶんしとらんと思いますんやわ。 
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田中市民福祉課長 

 せやで、子ども家庭課のほうが担当してますもんで、そちらのほうへ問い合

わせさせていただきまして、危険を伴いますもんで、管理等、まあ鍵穴の柵と

かですな、そういった対応を取らせていただきたいと思います。 

 

浅尾委員 

 はい。よろしくお願いします。 

 

赤堀会長 

 ほか？ 

 

藤田委員 

 すいません。このたくさんの文書、もう今日で終わりじゃないですか。 

 

赤堀会長 

 はい。 

 

藤田委員 

 何年くらい保存しといたらいいんだろ？そのやたらにそのね、廃棄処分でき

ない、大変重要なことがあるので。そこらへんはどういうふうにして、一生持

つわけにもいかないもんで。最低限でも５年間保存とか、そういうのはあるん

ですか？ 

 

鈴木総合支所長 

 自分の勉強のために置いといてもらうなら置いといてもうてもよろしいし、

「もうこんなんええわ」って言うんやったら、別にゴミに出してもうてもよろ

しいし。別に個人情報はありませんもんで。ご自由でよろしいもんで。保管何

年というのは決めてませんもんで。一応、過疎計画の資料、５年間を決まりに

してますもんで。できたら、この過疎計画だけは自立促進事業ですもんで、チ

ェックの意味でも、「これしてない、あれしてない」て言うてもうたらよろしい

ですもんでさ。これはちょっと、できたら持っといてもうて、チェックされて、

してもうたらどうかなと。 

 

藤田委員 

 はい、わかりました。 
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赤堀会長 

 強制ではないと。強制ではないので、個人的に何かの役に立つなと思たら置

いていただいてっていうことでお願いします。 

 

藤田委員 

 身辺整理をしないといけない年齢になってきましたので。 

 

赤堀会長 

 僕らもこんな山ですわ。 

 

藤田委員 

 そうですやろ、だからね。 

 

赤堀会長 

 ひと部屋。 

 

中田副会長 

 いくらやて？料金。 

 

赤堀会長 

 今調べてもうとる。 

 

中田副会長 

 長いことかかっとんな。 

 

鈴木総合支所長 

 それとちょっとですな。よろしい？もうみんな終わられました意見？ご意見

あります？あと。 

 

赤堀会長 

 一旦、閉じますか？内容によっては、、、 

 

鈴木総合支所長 

 いやいや、ちょっと。支援員が５年間おってもらいましたんですけども、今

年で定年になられますので一言皆さまに、いろいろしてもらいましたもんで。 
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赤堀会長 

 そらよろしいですがな、急にいった形ですけれども。 

 

谷地域支援員 

 会長さんのお許しがありましたので。 

 

赤堀会長 

 はい、どうぞ。お願いします。 

 できたら、こっちのほうが人によう見えますんで。そこやと僕らだけしか見

えやんので。えらい、呼び出して申し訳ないんですが。 

 

谷地域支援員 

 すいません。名松線が止まった後から。平成２３年からお世話になりまして、

５年経ちました。一番感慨深いのは、先ほどからずっと出てますけれども、６

年半前に止まった名松線が動いたところを見せていただいて、美杉を去らせて

いただけるっていうことが一番の感慨でございます。ただ、ちょっと私も５年

間お世話になりながら一番苦になってましたのが、今のお話の、コミュニティ

バスっていうのは地域の住民の方々の足を確保するっていうのが主な目的です

ので、これはこれでやむをえんと思うんですけれども、せっかく動いた名松線

が、やっぱり私もこれから、関ノ宮ですかな。あそこから乗って、奥津まで出

て、で、ちょっと北畠さんを散策して、もうちょっと年いって無理なんで、た

ぶん霧山の途中までしかよう登らんとは思うんですが、で、登って最後に雪姫

亭でちょっと休憩できたら、名松線にも乗れるし、こう思っとるですけれども、

職員さんに時間を見てもらうと、なかなか上手いこと帰ってこれやんだりする

んです。このへんは、これからの美杉が生き残っていく１つの集客っていうも

のも考えていただいて、今先ほどもあったように、地域の方全員と行政が共同

してですね、今の名松線にたくさん乗っていただけるような交通システムを作

っていただけたらと、こう思います。で、私もずっと隣の白山に住んでおりま

すので、またこれから追々、時間見つけてまたこちら訪ねたいと思いますんで、

またこれからも一つ、よろしくお願いしたいと思いますが、５年間本当にお世

話かけました。ありがとうございました。 

 

一同 

 拍手 

 

赤堀会長 

 どうもご苦労さんでございました。 
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 あの、金額を。 

 

中田副会長 

 あんまり分からんだらええよ、調べるから私、帰ってから。 

 

田中総務担当主幹 

 大人が２６０円ですわ、で小人が半額、１３０円。奥津から杉平、三多気入

り口までです。すんません、遅なりました。 

 

赤堀会長 

 ありがとうございました。 

 はい、それでは今日は本当にいろいろな意見、出てきたと思うんです。まあ、

これだけ後半、最後のところは名松線のことについて関わった中でのいろいろ

こと言っていただいたっていうのは、名松線のことをやっぱり皆さん、大変、

復旧したのを喜ぶとともに、今後について「どうしていかなあかんねやろか」

っていうなことを考えてもうとる賜物やと思って聞かさせていただいておりま

した。本当にありがとうございました。 

 それでは、このほか「もう一言」というのがあったら言っていただいて無い

ようでしたら一旦、この会を閉じさせていただきたいと思います。本当にあり

がとうございました。 

 

一同 

 ありがとうございました。 

 

赤堀会長 

 最後になりまして、先ほどもありましたように、１０年間という中で我々は

その中の締めくくりの部分を２年間。たぶん一番最初の２年間の方たちも本当

に最初で何もわからない中で津市になった第一歩で、右も左も分からん中で方

向を出すのに大変だったかと思いますが、今回につきましては、今日も出てお

りますこの部分。これは美杉の地域がどうこうしようということで、この２７

年度はこれに終始したような感はございましたが、そんな中で私も個人的にも

大変勉強させていただきましたし、そしてこの過疎債の、今まではハードだけ

やと思とる中が、そうじゃなしに使えるんだっちゅうことで、そういうふうな

ところも教えていただいたし、そういうふうな部分をお互いこれからは地域の

ほうに帰っていただいて、また地域の中でいろいろなところで活躍していただ

けると思うんですが、先ほどもありましたが、こういうふうなものや、こんな

の、それからほかに５年間のどうのこうのというのがございましたが、ああい
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うふうなものを時たま、雨の日でもよろしいで見てもうて、その辺のチェック

をやっぱりやっていただくと。そして、お互いが美杉のために、美杉がこれか

らも長いこと生きられるためにも。私も７０回って、本当に老体なわけなんで

すけども、なんとかがんばっていきたいと考えておりますんで、皆さま方もお

若い方もおみえになっていますんで、是非、ここで学んでいただいたことを、

そして議論されたことを、そんなことのチェック機関として、こちらのいい意

味でいじめていただきたいと思います。本当に２年間、ありがとうございまし

た。これで、最後として閉じさせていただきます。どうもありがとうございま

した。 

 一言ありますか？ 

 

中田副会長 

 ございません。 

 

一同 

 拍手 

 

 

 

（閉 会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


